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Inordertotrainpracticalskillsandcreativity,theuniversityhasadoptedalotofexperimental

practiceinthecumculum.Inexperimentalpractice,variousmeasuringinstrumentsandthelikeare

ofienutilized,andalotoftimewasspentexplainingtheusagemethod.Inaddition,thetextofthe

experimentalpracticewaspapermediumorPDF,andthefbnnatwasdiffbrentfbreachleader.

Thisreportistheresultofthecampuseducationrefbnnprqjectaimedatimprovingcomprehension

bypreparinganddistributingelectronicteachingmaterialsembeddedwithvariousmeasuring

instrumentsusagemethodsandexperimentmethodsasanimationinadvance.
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1．はじめに

1.1iBooksAuthorとは

iBooksAuthorは，インタラクティブなiBooksテキストブックをはじめ,iPadおよびMac

用の電子書籍を誰でも簡単な操作にて作成可能なアプリケーションである．

アプリケーション本体は,Mac専用となっておりMacAppStoreから無料でダウンロー

ドできる．作成した電子書籍はMacOSやiOS標準アプリのiBooksにて閲覧できる．また

一部機能制限はあるものの,PDFやEPUBにも対応しておりその他のOSでも閲覧できる．

電子書籍の作成にあたっては，既存のWord,Excel,PowerPointデータ，動画,3Dデータ

などをドラック＆ドロップすることで完成する．

本学では，実践力・創造力を養成するためにカリキュラム内に多くの実験実習を取り入

れている．実験実習では，様々な測定器などを活用することが多く，その使用方法の説明

に多くの時間を費やしていた．
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実験実習のテキストは紙媒体,PDF,WEB公開であり，それぞれの指導者によりフォー

マットが異なっていた．一方，座学の講義では,iPadによる電子講義資料の配布が活発化

しており,500タイトル以上の講義資料が電子化され配信されている．在学生へ電子講義

資料に対するヒアリングを行った結果，「通学中に気軽に読める」,｢iPadに複数の資料

が保存でき便利」，「ただ電子化しただけ」，「多くの資料を管理するのが煩雑」などの

意見が聞かれた．電子教材自体は浸透しているものの，電子ならではの機能がないことが

指摘された．

本報告は，様々な測定器の使用法や実験実習方法を動画として埋め込んだ電子教材を作

成，事前配布することにより理解度向上を目指した学内教育改革プロジェクトの結果であ

る．

2．実験テーマの選定および電子教材作成と配布

2.1実験テーマの選定

実験テーマの選定にあたっては，多くの受講生が体験したことのないもの，複数の測定

器を使用し作業するもの，実験内容があらかじめ電子化されているもの，以上の要件を満

たすテーマから，工学基礎実験「電気電子測定器の使い方」に決定した．「電気電子測定

器の使い方」は，電気量を測定する基本的な機器の扱いを学ぶとともに，測定した値に含

まれる誤差の要因と性質を理解する内容である．

2.2電子教材の作成

電子教材の作成にあたっては，誰でもが作成できる雛型となるよう特別な機材やアプリ

ケーションを使用しないことを心掛けた．

Table.1に使用した機材，アプリケーションを示す．

Table.1

使用したアプリケーション(機材） 目的

iBooksAuthor(Macmini) 電子教材本体作成のため

MicrosoftWord(Macmini) あらかじめ作成されていた教材の展開のため

iMove(iPadmini) 動画撮影および編集のため

カメラ用三脚およびマクロレンズ 動画撮影のため
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iBooksAuthorを川いた工学基礎実験川JI樋子教材の開発

iBooksAuthorを使用し，内蔵されているテンプレートを使用した．

UIはPowerPointに似ており経験者であれば解説書なしでもある程度の操作が可能であ

る.Fig.1にiBooksAuthorのUIを示す．
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テキスト内の説明は，あらかじめ電子化されているテキストデータを整えながら画像と

ともにドラック＆ドロップするのみである．Fig.2にテキストデータ配置の様子を示す
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-139-

カラー

黒

茶

赤

借

黄

緑

青

紫

灰

白

金

銀

なし

桁数値

0

1

２

３

4

5

6

７

8

9

乗数

×100

xlO1

xlO

×103

xlO4

×105

106

xtO7

×108

xlO9

公称誤豊

士1％

±2％

釦.5％

士5％

土10％

堂0％

カラー

黒

茶

赤

盛

貢

録

存

紫

灰

白

金

銀

承し

哨

9

世 乗数

×lOn

9

２

&

公称娯差

±1％

±鰯

±0，5％

±5％

±1晩

＝Z既ゴ



金崎権・佐滕栄一

動画データはiPadにて撮影し，内蔵アプリケーションiMovieにて音声，テロップの編

集を行った.動画編集にあたっては,可能な限り短編(およそ60秒以内)になるよう心掛け，

測定器の各動作(例えば初期設定や結線方法など)で区切りをつけ重要な事項は拡大し2画

面にするなど，受講者が飽きずに閲覧できるよう工夫した.Fig.3に埋込動画再生の様子

を示す．

Fig.3埋込動画再生の様子

また，動画の配置はテキストデータ同様でドラック＆ドロップで完了する

23電子教材の配布および活用

電子教材の配布にあたっては，以下の4通りの方法が考えられる．

(1)Apple社のiBooksストアにて公開し，受講者に電子教材をダウンロードしてもらう

（2）インターネット上に公開し，受講者に電子教材をダウンロードしてもらう

（3）受講者のiPadをUSB接続し，電子教材を転送する

(4)MDM(MobileDeviceManagement)を使用し，受講者のiPadへ格納する

受講者の負担を考盧し(4)で配布を実施した．この配布方法は,MDMサーバ上に電子教

材をアップロードし，対象となる受講者を選択するコマンドで完了する．電子教材を受講

者側でダウンロードするなどの操作は一切不要であり，対象となる受講者のiPadがWi-Fi

通信エリアに入ることで強制的にiBooksに格納される仕組みである．

-140-



iBooksAuthOrを用いた工学基礎実験用電子教材の|ﾙ1発

配布は実験開講の1週間前に実施し，事前に電子教材内容を確認しておくように指導し

た．実験時間内では，測定器操作の不明点などを動画で再確認する光景が多くみられた．

Fig.4に電子教材活用の様子を示す．
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Fig.4電子教材活用の様子

3．まとめ

iPadを使用したデジタル教材と聞くと，専門家でなければ作成できないと認識されがち

であるが,PowerPointとiPadを日常的に活用できる方であれば作成の敷居は非常に低く，

その活用効果が高いことが分かった．

実験後のアンケートによると90%以上の受講者が「従前の資料よりも分かりやすい，使

いやすい｣,｢動画の解説により事前,振り返り学習ができた｣,｢ほかのﾃｰﾏでも採

用してほしい」などの肯定的な意見を得る結果となった．

今後は,HTML,Javaの埋込機能を活用し，学内LMSとの連携機能を実装していきたい

と考えている．
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